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研究成果の概要（和文）：デジタルアーカイブの創造的活用を通して、地域の記憶を継承できるコミニュティー
とエコシステムを形成するための実践知の獲得が本研究の課題である。
コンピューターを用いた建築計画や京都のAIDSアクティヴィズムの資料に関するデジタルアーカイブの実践と公
開を行った。それらを通して、単なる資料体の蓄積・管理を超えて、記憶の再演やマイグレーションが促進さ
れ、新たな地域コミュニティーの醸成につながるオープンデータの活用と、アーカイブ作業を通した共有空間の
道筋が開かれた。
それによって、既存のアーカイブ機関での集中管理ではなく、将来的な分散型のアーカイブの可能性が展望され
る。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to acquire practical knowledge of forming 
community and ecosystem in order to inhere regional memories through the processes of creative 
digital archiving. 
Various materials in digital computing of architecture and the historical and archival research of 
AIDS art activism in Kyoto were archived and digitized, and made public in several exhibitions. 
Through these practices, not only the unknown archives are stored and managed, but they facilitate 
the re-enactment of memories and migrate from one place to another. So the usages of open data to 
develop regional community and the path to shared space were opened. 
Therefore the future perspective of the sustainable archives are de-centralized ones rather than 
centralized institution.

研究分野：芸術一般

キーワード： デジタルアーカイブ　アート・アクティビズム　コンピューティング・デザイン　タイムベースト・メ
ディア　オープンデータ

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の建築史を踏まえ、３D、AIなど最新技術を駆使した未踏のアーカイブ実践を行うとともに、これまでの美
術史やメデアアートの歴史で見過ごされてきた過去の歴史を再認識するためのアート・アクティビズムに関する
アーカイブの実践が実現した。ウェブサイト、美術館、大学ギャラリーでの公開につながり、論文や出版物で概
要を公表した。建築史やメディアアート史をこれまでとは異なる形で構成するための豊富な資料の公開につなが
った。それらの事例研究を重ねるとともに、今後のデジタルアーカイブの創造的な活用について芸術大学間での
体制と連携を強化するとともに、芸術研究を超えたインパクトを与えた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
芸資研では、平成 27年度、平成 28年度にタイムベースト・メディア作品の修復・保存・記録に
ついての研究を行ったが、タイムベースト・メディア作品の修復・保存について先駆的な活動を
行っている英国の TATE 美術館、カールスルーエの ZKM、さらに《LOVERS》のオリジナル・バー
ジョンを収蔵しているニューヨーク近代美術館 MoMA の取り組みを調査するなかで、タイムベー
スト・メディア作品の修復・保存が、デジタルアーカイブを管理する情報システムの再構築と切
り離せないものであることを認識した。メディア作品のデジタル保存の課題は、それに対応した
新たなアーカイブの活用法やそのテストと切り離すことができない。実際のところ、MoMA も含
めて、いままさに世界の各施設が、蓄積から一歩進んだ共有や公開、教育利用を目指した次の方
向を模索している段階である。 
変化や取り換えの早い情報技術のサイクルのなかで、サステナブルなシステムが構築できるか
どうかは、学会の専門的な共同体を超えて、芸術資源の継承や創造的活用を推進するための新た
な人材の育成も含めたエコシステムを構築することが欠かせない。芸術資源の保存・修復に関わ
る研究者やアーティスト、美術館の学芸員やアーカイビストをはじめとして、ユーザビリティを
向上するためにインターフェースを設計するデザイナー、物理的な収蔵スペースを設計する建
築家、地域資源を残すためにアーカイブの活用に参画する市民ユーザーなどの参加と連携が不
可欠である。 
本研究では、芸資研のプロジェクトのなかで既にデジタル化を進めており、研究を積み重ねてき
た芸術資源を基盤に、それらを活用できるアーカイブの将来像について研究と実践を行える場
を構築する。当面は芸術資源を、個々のプロジェクトに応じて分散型に管理することを想定しつ
つも、各々の統合のための議論やテストを行う。そこからデジタル技術を利用した将来的な芸術
資源の保存と管理とその活用のための人材育成が可能なサステナブルなエコシステムの基礎固
めを行う。 
 
２．研究の目的 
アーカイブ事業は構築と維持のために、ともすると膨大な予算と作業量が要求されがちである。
本研究では、将来的な課題を見据えながらも、ストレージを拡張するよりも、芸術関係者を中心
にユーザーや開発者のネットワークの形成やリテラシーの向上という人的ネットワーク構築を
目指すための実験的な研究を行う。 
京都市立芸術大学芸術資源研究センターに関わるメンバーを核にしながら、内外の専門家とネ
ットワークを築くことで、将来的なデジタルアーカイブの課題と問題点を明らかにする。公開研
究会やワークショップなどを通してデジタルアーカイブを利用するユーザーのリテラシー向上
を図る。プロジェクトを進めていくなかでデジタルアーカイブのコンテンツを編纂する実践を
通して、今後の課題と新たな創造的活用への方法を模索する。展示や研究会を通して成果公開を
定期的に行い、ユーザー、開発者からのフィードバックを得ながら、システムの改善や開発の指
針を定め、コミュニティーとエコシステムを形成する。 
 
３．研究の方法 
研究代表者と共同分担者は主に次の課題について、デジタルアーカイブについての個々の具体
的な実践を通して、調査を進めた。 
共同研究者の石原友明（代表）は、アーティスト、京都市立芸術大学芸術資源研究センター所長
としてプロジェクト全体の統括を行い、芸術資源研究センター内のデジタル化のための撮影機
材の整備やノウハウの共有に努めた。また中之島美術館準備室や多摩美術大学アーカイブ研究
センターなど他のアーカイブ機関との連携を促進し、日本のアーカイブ機関の取り組みと課題
を探った。そうしたなかで、以下の４つの課題について研究を進めていった。 
 
① デジタルアーカイブの現状と課題の調査 
② 芸術資源のデジタル化とその実践的活用 
③ 地域資源のデジタルアーカイブの実践研究 
④ デジタル・アート・アーカイブ・システムの開発に取り組むオープンソース・コミュニティ
ーの形成 
 
① デジタルアーカイブの現状と課題については、国内のアーカイブ機関との連携を深めながら、
デジタルアーカイブの活用の歴史の検証と海外の実地調査を行う。研究分担者の砂山太一
（京都市立芸術大学美術学部講師）は、1990 年代からのコンピューテーショナル・デザイン
と建築手法の変化の歴史的考察を通して、AI や３Dスキャンなどの最新技術を駆使したアー
カイブ手法の開発や実践につなげる。研究分担者の石谷治寛（芸術資源研究センター非常勤



研究員）は、芸術学の観点からのデジタルアーカイブやアーカイブ実践の歴史と現状調査を
行い、京都で展開した芸術活動の資料調査と展示につなげる。また、タイムベースト・メデ
ィア芸術の保存・修復の国際的な動向を踏まえたうえで、その基盤となるオープンソースの
デジタル・アーカイブ・システムの調査を行い、アーティスト個人や小規模のコミュニティ
ーが導入できるアーカイブ・システムの将来的なあり方を模索する。 
② 芸術資源のデジタル化とその実践的活用については、芸術にまつわる資料のデジタルアーカ
イブの構築作業を進めるなかで、デジタル化を進めていくノウハウを蓄積する。それぞれの
研究分担者が異なるプロジェクトを並行して進めていきながら、ノウハウを共有する。障害
者施設みずのきの絵画教室で制作されたコレクションのデジタル化とアーカイブ構築を共
同で行う。砂山は、デジタルアーカイブ活用のための建築家やアーティスト・コミュニティ
ーとの連携を深め、AIや３Dスキャンなど最新技術を駆使したアーカイブ手法の開発や実践
を行う。石谷は、1990 年代のエイズ危機に応答して京都で展開したアート・アクティビズム
についての調査を進める。これらのデジタル化の作業には、学生や卒業生の参加を積極的に
促しながら進めていく。それらを通して、アーカイブの意義や方法を幅広い世代で認識し、
「アーカイブ文化」を醸成する。 
③ 地域資源のデジタルアーカイブの実践研究では、デジタルアーカイブの活用を研究者がファ
シリテートする事を通して、地域のアーカイブを保管して公開する意義を、専門家を超えた
コミュニティーが理解し、さらなる実践が促されるようなエコシステムにつなげていく。砂
山は、アーティストのコミュニティーとの連携を深めることを通して実践を進める。石谷は、
上記のエイズ・アクティビズムに関連する資料を掘り起こしながら、当事者へのインタビュ
ーを重ねることで、さらなる資料の掘り起こしにつながるような取り組みを行い、資料展示
を通した公開と共有を行う。 
④ 近年デジタルアーカイブの管理ソフトウェアがオープンソースで開発が進められている。そ
れらをサーバーとして運用し、イントラネット経由でアクセスできる PC や NAS（Network 
Access Server）を使って管理・閲覧できるようにする。そのためのノウハウを情報技術者
と共有しながら、今後のデジタルアーカイブ管理の方法を模索する。 
本研究課題と並行して、他の外部資金として、文化庁アーカイブ推進事業の研究助成で「ダ
ムタイプ《pH》のシミュレーター制作と関連資料アーカイブ」（2017−2018 年度）が採択され
た。これは、過去のメディア・アートの保存・修復、パフォーマンス・アートの再演など、
美術作品アーカイブの課題について明らかにすることにあった。本研究課題では、研究成果
の公開のためのデータベースのインターフェース・デザインを外部委託して共同開発するこ
とで、デジタルアーカイブのシステムの課題を明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
 
研究成果に関しては、まずそれぞれの研究者の成果を概略したうえで、３であげた４つの研究の
方法に即してどのような成果が得られたか概説する。さらに、そこで明らかになった課題と今後
の展望について述べる。 
研究代表者の石原友明は、アーカイブに関するシンポジウムなどを通じて、国立国際美術館、中
之島美術館、兵庫県立美術館、尼崎市総合文化センターなど芸術アーカイブ機関との連携を進め
た。 
 妹尾綾・松山ひとみ・石原友明・齋藤歩（2018）シンポジウム「美術資料アーカイブの現在
─ 美術家を知る手がかりとして ─」尼崎市総合文化センター  

研究分担者の砂山太一はメディアアーティストとして、VR による建築空間の３D 再現、機械学
習、３Dスキャンなどの最新技術を使った実験的なアーカイブ活動に携わった。 
 株式会社新建築社との共同プロジェクト「建築知 / index architecture」：1925年創刊の
雑誌『新建築』のデジタルデータベース構築と、デジタルデータから人工知能技術をもちい
て機械学習することによって得られる新たな知の継承と発見のシステムに関する研究をお
こなう。 

 第１７回ヴェネツィア・ビエンナーレ国際建築展日本館展示「エレメントの軌跡」デジタル
データベース構築：2020年に開催されるヴェネツィア・ビエンナーレ国際建築展日本館展示
において、日本の戦後住宅一棟を解体し一つ一つの部材の来歴や形状の３Dスキャンなどを
おこないデジタルデータベースを構築することによって、住宅一つの中に埋め込まれた日
本の戦後産業史を洗い出す取り組み。 

研究分担者の石谷治寛は、現代美術における歴史的・個人的トラウマの記録・再演・治療に関わ
る芸術実践をアーカイブという観点で発展させた。1990 年代京都に展開したアート活動の映像
や写真資料のデジタル化やエフェメラ整理を行い、その成果展示を森美術館および京都精華大



学ギャラリーフロールで共同企画した。2018 年には森美術館において共同企画で資料展を行い、
翌年 6 月にその記録集を発刊した。さらに、2019 年度の 6 月から 7 月にかけては京都精華大学
ギャラリーフロールで「ヒューマンライツ＆リブ博物館 アートスケープ資料が語るハストリ
ーズ」と題された展示企画をディレクションした。その研究実践に関する論考を、京都市立芸術
大学芸術資源研究センター紀要「COMPOST」にて発表している。 
 椿玲子・石谷治寛（2018）「MAMリサーチ006：クロニクル京都−ダイアモンズ・アー・フォー
エバー、アートスケープ、そして私は誰かと踊る」 森美術館 

 石谷治寛・山田創平（監修）（2019）「ヒューマンライツ＆リブ博物館−アートスケープ資料
が語るハストリーズ」ディレクション」 京都精華大学ギャラリーフロール 

 石谷治寛「AIDS危機の時代のクラブカルチャーと芸術実践のアーカイブ−−視点・過程・展示」
芸術資源研究センター紀要COMPOST0１, 2020年3月, pp. 10-40 

 
以下では上記の研究成果が、本研究の４つの課題に対してどのような成果が得られたか述べる。 
 
① デジタルアーカイブの現状と課題の調査 
 
研究代表者の石原友明は、アーカイブに関するシンポジウムなどを通じて、国立国際美術館、中
之島美術館、兵庫県立美術館、尼崎市総合文化センター、多摩美術大学アートアーカイブセンタ
ーなど国内の美術館・芸術アーカイブ機関との連携を進めてきた。そこでアーカイブ機関へと大
量にデータを集約していく仕組みの限界が浮かびあがった。こうした従来型の組織だと、ある特
権的な美術家の試みを中心とした歴史記述しか行えない。より小さな組織や個人が蓄積した資
料を相互にシェアしつつも、その正統性が保証される仕組みとして分散型ネットワークを促進
するブロックチェーン技術が注目される。そうした集中型アーカイブから分散型アーカイブへ
の進展が、将来的な課題としてある。 
芸術資料の活用は、近年の国外の美術館のコレクション展示において顕著に見られる。とりわけ
ポンピドゥー・センターのコレクション展では、美術運動ごとに分けられた展示室にあわせて、
同時代の批評家のテクストやギャラリーの活動などが資料台に置かれる。あるいはローマ現代
美術館では、「音がかたちになる時」と題して、1960 年代以降の実験音楽と結びついた視覚芸術
の展開を、デジタル化された写真、映像、音源を断片的に配置して展示した。このように作品で
はないアーカイブ資料が、美術館の展示で活用される機会は増加している。 
こうした美術資料の展示公開の動きは、インターネット上でのデジタルアーカイブの活用とも
切り離せない。ニューヨーク MoMA やホイットニー美術館は、ウェブサイトで個々の作家や展覧
会写真、刊行物を串刺し検索できるシステムが構築されている。このように物理的な展示からイ
ンターネット上でのデジタルなプレゼンテーションまでもが、統合されることで、美術展示ない
し美術情報にアクセスするあり方が大きく変化している。 
さらにヨーロッパで 2年に 1回異なる都市で行われるマニフェスタ 12（シチリアで開催）では、
国際的に移民や植物が移動・移植（マイグレーション）して多層的なモザイクを形成してきた都
市の歴史とエコロジーを既存の建築物や植物園を通して浮かび上がらせるとともに、米軍によ
る通信衛星の基地がシチリアで構築されるとともに、それに対する反対運動の高まりを通して、
グルーバルな情報通信やデジタル化の条件を問い直す試みであった。アーカイブは、静的なオブ
ジェというより、そうした地域の歴史の痕跡を通して、身体的に生き直される契機として捉えら
れている。つまり、単なる資料収集や保存を超えて、論争を通して地域住民が新たな行動を促す
ためのツールとみなされる。デジタル化の現在を批判的に考察しながら、マイグレーションを通
して、地域の記憶を未知の実践にアップデートする試みは岡山芸術交流にもみられ、アーカイバ
ルな実践の今後の課題である。 
 
② 芸術資源のデジタル化とその実践的活用 
2010 年代までの建築がコンピューテーショナル・デザインの展開によって、建築の各々の要素
のパラメーターを操作することによって新たな設計計画が進められてきたが、情報がクラウド
に溜められ始め、実験的な建築から、社会実装の課題が顕著にみられるようになった。例えば、
フォレンジック・アーキテクチャーや台湾のデジタル省で活躍するオードリー・タンなどの例が
ある。砂山はそうした歴史を踏まえたうえで、アーティストやキュレーターと協働で、オープン
データの芸術の応用可能性やシビックテックの課題を考察する。つまり行政が発信しているオ
ープンなデータをわかりやすく可視化する試みが広がっている。その時すでに作られつつある
データベースにアーティストがいかに介入するかが新たな課題となる。 
砂山はウェブ・アーキテクチャーのデザイナーとして、雑誌『新建築』のデータを機械学習や深
層学習などを用いて、データをソートする検索システムを設計した。それによって、いわゆる名
建築だけでなく、これまで検索に引っかかりにくい、地味な建築にも注目できるようになる。む



しろそうした建築物にこそ建築のエッセンスがあるだろう。 
砂山は、2020 年に予定されていたヴェネチア ・ビエンナーレ（2021 年に延期）の共同参加者の
ひとりとして、ありふれた住宅を構成している部材をバラして、部品化して、３Dデータを生成
させてデジタルデータベースを構築する共同実践に携わっている。部材を通して、産業技術の歴
史のアーカイブが浮かび上がる。 
さらには、YCAM による「搬入プロジェクト」のアドバイザーとして協力もしている。これは劇
団悪魔のしるしが、巨大で非合理なかたちに組み上げられたブロック状の構築物を、既存の施設
に搬入する作業を参加者とともに行うイベントである。YCAM はこれをパブリック・ドメントし
て公開し、その共同実践が作品のアーカイブ化の意義を問い直すものでもある。この共同作業を
通して、参加者は、建築物が作り出す空間性を日常とは異なる身体をもって記憶し直す。こうし
た試みも、アーカイブは、再演を通した、マイグレーション（移行）の実践となる。 
 
③ 地域資源のデジタルアーカイブの実践研究 
 
石谷は、AIDS 危機の時代の芸術実践を、現代のアーカイブ実践の課題の重要な転換期と見なし、
その時アーカイブが地域でのアート活動の重要な要素として実践されたことに注目した。それ
にともない、京都の地域で展開したアート・アクティビズムの資料や映像のデジタル化、聞き取
りを行い、デジタルアーカイブ構築を模索しながら進めた。このアーカイブ実践は、幸運にも森
美術館や京都精華大学での資料展につながり、公開の機会を得ることができた。我が国では、性
的マイノリティの文化資料のアーカイブや作品とはみなされないものの美術家たちも含めた
種々の実践は、美術館や図書館や公的アーカイブからも見放されてきたといえる。そうした美術
資料とも地域資源ともみなされる素材を通して、見過ごされるようになりつつある過去を掘り
起こすとともに、アーカイブのもつポテンシャルと、当事者や個々の市民が協働でつくりあげる
意義について問題提起を行うことができた。こうしたアーカイブ実践は、作品として安定化させ
る修復保存とは異なり、絶えず枠組みが修正されながら、アーカイブの意味の生成や論争に参加
できる一時的な創造的な共有空間として実践されることで、未知の観客を巻き込んだかたちで
継承されるだろう。 
こうした地域のアート・アクティビズムのアーカイブ化は、地域のパフォーマンスや演劇の歴史
にもつながっている。これらの知見をきっかけとして、京都の小劇場の歴史を引き継ぎ、新設さ
れた劇場シアターE9 との連携に結実した。劇場の公演記録や作品資料のアーカイブを構築する
ための方法の共有を進める予備リサーチへと発展している。 
 
④ デジタル・アート・アーカイブ・システムの開発に取り組むオープンソース・コミュニティ
ーの形成 
 
上記の具体的なデジタルアーカイブの研究や京都市立芸術大学学内の他のアーカイブ作業など、
多くの実践が並行して進められている。それらのデータを管理・保存して、横断的に検索するた
めの適切なソフトウェアやシステムが将来的に形成される必要がある。オープンソースを使っ
たアーカイブ管理システムの導入は合理的で統合的なアーカイブ構築には重要である。本研究
では、AtoM(Access to Memory)や OMEKA といったオープンソース・ソフトウェアを仮想サーバー
にインストールして検証するとともに、インターフェース・デザイナーへの外部委託を通して、
ユーザーにとっても扱いやすいデータベースの構築を進めた。そうした検証から特に重要な課
題としてあがったのが、データの移行（マイグレーション）可能性という課題である。 
現在のアーカイブをめぐる試行錯誤では、マルチメディアのデジタルデータを扱う傾向が強ま
っている。それぞれの調査対象の資料体の構造や物理的に管理されてきた仕方によって、フォン
ドの構造や、アーカイブ記述の方法は、個性的で、それぞれ異なるものとならざるを得ない。そ
の時、単なる資料の保管を超えた、共有や創造的な活用や新しい実践の促進のためには、既存の
アーカイブ管理システムにデータセットを登録するだけでは不十分である。アーカイブ情報の、
最小単位としてメタデータとデジタルファイルのセットが CSV などで管理されるが、原データ
はその状態に留めておいた方が良いと結論できる。むしろそのデータセットを様々なアーカイ
ブ管理システムにマイグレーションをするノウハウを構築することの重要性が結論できる。ア
ーカイブ管理システム自体は不具合を抱え、常にバージョンアップされるとは限らないし、その
管理コストが見合わなくなるような、別のシステムへとアップデートされることが頻繁におき
ていく。データセットは固定したホスティングサービスに留まるよりも、常に宿主（ホスト）を
変えながら、変化する流動的なものだと捉えるべきである。将来的なマイグレーション可能性を
担保できるコミュニティーとエコシステムの生成と継承が、創造的なアーカイブの活用にとっ
て不可欠な条件となる。 
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